
リコール届出日：平成28年4月26日
リコール届出番号 3807 リコール開始日

日本トレクス株式会社 問い合わせ先 ： サービス部

代表取締役社長  西川 柳一郎 ＴＥＬ ： ０１２０－７２３－４０６

車体（フレーム）

不具合件数 事故の有無

発見の動機 市場からの情報による

【注意事項】リコール対象車両の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

トレクス TNS241AA －
TNS241AA001～TNS241AA003

3
平成12年2月13日～平成12年3月22日

トレクス TNS239AA －
T-06076～T-06158

2
平成6年1月24日～平成6年3月16日

トレクス TNS236AC －
TNS236AC001～TNS236AC002

2
平成14年6月10日～平成14年7月16日

トレクス TNS236AB －
TNS236AB001～TNS236AB003

3
平成9年5月13日～平成9年12月8日

トレクス TNS236AA －
TNS236AA001～TNS236AA002

2
平成7年5月22日～平成7年6月5日

トレクス TNS235AA －
TNS235AA001～TNS235AA002

2
平成16年5月31日～平成16年6月23日

トレクス TNS234AA －
TNS234AA001～TNS234AA002

2
平成9年6月11日～平成10年3月3日

トレクス TNS231AC －
TNS231AC001～TNS231AC023

20
平成20年4月17日～平成22年3月29日

平成6年1月24日～平成24年3月12日
-

（製作期間の全体の範囲）

備考
リコール対象

車の台数

(計14型式) (計47台)

型式

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

自動車使用者及び自動
車分解整備事業者に周知
させるための措置

改善措置の内容

不具合の部位（部品名）

車名

ステンレス製粉粒体運搬セミトレーラにおいて、タンク体補強フレームの構造強度の
評価が不適切なため、タンク体補強フレームの溶接部の強度が不足しているものが
ある。そのため、走行時（旋回や段差乗り換え等）の衝撃により、溶接部に亀裂が発
生し、そのまま使用を続けると、溶接部が破断するおそれがある。

通称名

４件 なし

・使用者：使用者を把握しているため電話、または直接訪問して通知する。
・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、車枠の車台番号付近に№3807のステッカーを貼付する。

平成28年4月26日

第2号様式（リコール届出一覧表）

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

連絡先：自動車局 審査・リコール課 リコール監理室

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１   内線４２３５４

  アドレス：http://www.mlit.go.jp

トレクス TNS231AB －
TNS231AB001

1

リコール対象車の車台番号（シリアル番号）
の範囲及び製作期間

届出者の氏名又は名称

平成20年2月3日

トレクス TNS233AA －
TNS233AA007～TNS233AA008

2
平成8年4月26日～平成8年5月17日

トレクス

トレクス TNS233AB －
TNS233AB001

1

TNS231AD －
TNS231AD001～TNS231AD003

3

平成20年2月27日

トレクス TNS233AC －
TNS233AC001

1
平成21年1月29日

平成24年2月27日～平成24年3月12日

全車両、タンク体補強フレームのコーナー部に補強板を取付ける。なお、当該部位
を点検し、亀裂が発生している場合は、補修を行った後、補強板を取付ける。

トレクス TNS233AD －
TNS233AD001～TNS233AD003

3
平成23年12月6日


